
小学校第４学年国語科学習指導案 
 

日 時：令和３年10月29日（金）5校時 

児 童：男子14名 女子９名 計23名 

指導者：小渡 修子 

 

１ 単元名 登場人物の変化を中心に読み，物語をしょうかいしよう 

教材名 「プラタナスの木」（光村図書 ４年下） 

 

 

２ 単元について  

（１）教材について 

     本単元の「プラタナスの木」の主人公とその友だちは，児童と同じ４年生である。また，小

さな公園でサッカーを楽しむ小学生という，児童にとって身近な人物設定である。そのため，

児童は，自分の体験と重ね合わせながら読むことができ，登場人物の気持ちを想像しやすい教

材となっている。 

 

（２）児童について 

本学級の児童は，「白いぼうし」や「一つの花」，「ごんぎつね」の学習で，叙述をもとに登

場人物の気持ちを想像する学習を重ねてきた。児童は，文章や言葉から想像を広げながら読

み，物語を楽しむことができるようになってきた。しかし，登場人物の気持ちの変化や場面

の変化に着目して読むことはまだ十分ではない。登場人物の気持ちや考えの変化を，場面の

移り変わりと結びつけながら読み進めることで，登場人物の気持ちの変化を具体的に捉えさ

せたい。 

 

（３）指導について 

本単元で付けたい主な力は，「登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り

変わりと結び付けて具体的に想像することができる」力である。    

本単元の言語活動を，「物語の魅力をリーフレットに書いて友だちと紹介し合う」ことに設

定した。「友だちと物語の魅力を紹介し合うために登場人物の気持ちや考えの変化をしっかり

読み取り，感想をまとめていく」という目的を明確にする。また，紹介し合うための手段と

して使うリーフレットを単元の導入で児童に示すことで意欲をもたせられるようにしたい。

リーフレットの項目には，「物語の前半と後半で変化したものは何か」「この物語の魅力は何

か」を入れ，学習したことが表れるような形にしたい。同じ物語を読んでも共感するところ

や感動する内容は様々であるという異なる視点にふれることで読みを深めさせたい。 

 

 

 

３ 単元の目標  

 （１）様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増やし，語彙を豊かにすることができる。 

［知識及び技能］（１）オ 

  （２）登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結びつけて具体的に

想像できる。                 ［思考力，判断力，表現力］Ｃ（１）エ 

（３）登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えることができる。 

［思考力，判断力，表現力］Ｃ（１）イ 

（４）言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え

合おうとする。                    ［学びに向かう力，人間性等］ 

 

 

 

 

 



４ 単元の評価規準 

 

 

 

５ 発展と関連 （読むこと・精査解釈） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の指導計画（全８時間 本時６/８） 

次 時 目標 学習活動 主な評価規準 

一 １ 

 

 

 

 

 

 

単元の見通しを

もつ。 

○学習の見通しをもつ。 

・既習の物語文のリーフレットを提

示し，本単元の言語活動のイメー

ジをもつ。 

・「プラタナスの木」を読み，初発

の感想をもつ。（子どもたちの疑

問や考えたことを課題につなげ

る。） 

 

２ ○初発の感想を分類し，おおまかな学

習計画を立てる。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①様子や行動，気

持ちや性格を表

す語句の量を増

やし，語彙を豊

かにしている。 

（（１）オ） 

①「読むこと」において，登場人物の気持

ちの変化や性格，情景について，場面の

移り変わりと結びつけて具体的に想像し

ている。（Ｃ（１）エ） 

②「読むこと」において，登場人物の行動

や気持ちなどについて，叙述を基に捉え

ている。（Ｃ（１）イ） 

 

①進んで，登場人物の気持ち

の変化について，場面の移

り変わりと結び付けて具体

的に想像し，学習の見通し

をもって物語の魅力を紹介

する文章を書こうとしてい

る。 

小１・２年 小３・４年 小５・６年 

中１年 

場面の様子に着目して，登

場人物の行動を具体的に想

像すること。 

登場人物の気持ちの変化や

性格，情景について，場面

の移り変わりと結びつけて

具体的に想像すること。 

人物像や物語などの全体像

を具体的に想像したり，表

現の効果を考えたりするこ

と。 

中２年 中３年 

目的に応じて必要な情報に

着目して要約したり，場面

と場面，場面と描写などを

結びつけたりして，内容を

解釈すること。 

目的に応じて複数の情報を

整理しながら適切な情報を

得たり，登場人物の言動の

意味などについて考えたり

して，内容を解釈するこ

と。 

文章を批判的に読みなが

ら，文章に表れているもの

の見方や考え方について考

えること。 



二 ３ 

 登場人物の変化

を中心に読み，

「プラタナスの

木」の魅力につ

いて自分の考え

をまとめる。 

○物語の設定をとらえ，物語の大体

の内容を把握する。 

 

知①叙述に着目して読むこと

で，様子や行動，気持ちを表

す語句の量を増やしている

かを確認する。（ノート・発

言） 

思②会話文や行動，情景などの

叙述に着目して，登場人物

の変化などを読み取ってい

るかを確認する。（ノート・

発言） 

思①場面と場面のつながりを考

えたり，自分と照らし合わ

せて具体的に想像したりし

ながら読み，登場人物の変

化やそのきっかけを考えて

いるかを確認する。（ノー

ト・発言） 

態①学習の見通しをもって，積

極的に登場人物の気持ちの

変化や性格，情景について，

場面の移り変わりと結びつ

けて具体的に想像し，物語

の魅力を紹介する文章を書

こうとしているかを確認す

る。（リーフレット） 

４ 

 ○公園やプラタナスの木の変化に

ついて考える。 

 

５ 

 ○マーちんの変化を考える。 

 

６
本
時 

  ○マーちんがおじいさんのことを

どう思っているのかを考える。 

 

７ 

  ○「プラタナスの木」の魅力につい

てまとめ，リーフレットに書く。  

三 ８ 魅力を紹介し合

い，よさをを見

つけたり，自分

の考えを広げた

りする。 

○リーフレットを使って，魅力を紹

介し合う。 

○単元の振り返りをする。 

思①②紹介する文章を友だちと

読み合い，よさを見つけ

たり，自分の考えを広げ

たりしているかを確認す

る。（発言・ノート） 

態①友だちと感想を伝え合う活

動に，進んで取り組んでい

るかを確認する。（ノート・

観察） 

 

 

 

 

 

７ 本時について 

（１）本時の目標 

登場人物について書かれている叙述と，場面の移り変わりを結びつけて読み，マーちんがおじ 

いさんの存在についてどう思っているかを具体的に想像することができる。  

 

（２）研究内容１【主体的に自分の考えをもち，表現するための手立ての工夫】に関わって 

      国語部会では，表現力の定義を「自他とのかかわりをもとに，自分の考えを相手に分かるよう

に伝えようとする力」とした。児童の初発の感想や読みの問いから，「おじいさんの存在」が話

題に上がると予想される。児童の疑問から課題を設定し，主体的な学習につなげたい。また，根

拠となる叙述を焦点化して考えたり，考えたことを友達と交流したりすることで，より深い学び

につなげるようにしたい。 

 



（３）本時の展開 

段階 学習活動 留意点(〇)  評価規準 

導 

入
（
５
分
） 

１ 前時の想起をする 

 

２ 学習課題を確認する 

 

 

○児童の初発の感想やこれまでの学習の中で生まれ

たおじいさんに関する疑問を紹介し，本時の学習課

題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 
 
 

開 
 

（
３
５
分
） 

３ 見通しをもつ 

（１）本時の学習の流れを確認する。 

（２）読みの見通しをもつ。 

   ①おじいさんの人物像を確認す 

る。 

   ②みんなで深めたい言葉や文に 

ついて話し合う。 
 

 

４ 学習課題を解決する 

 （１）おじいさんの人物像を捉える。 

 

 （２）「春になれば…きっとまた，お

じいさんにも会える。」という

一文について考える。 

 

 （３）マーちんがおじいさんにお手紙

を書くとしたら，どんなことを

書くのかを考える。 

  

 （４）全体で交流する。 

 

５ 学習課題についてまとめる 

 ・マーちんがおじいさんのことをど 

う思っているかについてまとめる。 

 

 

 

 

  

 

○本時の学習の流れやゴールをイメージすること

で，活動の目的意識をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おじいさんに「会える」と言い切っているマーちん

の気持ちを考えることで，マーちんの思いについて

迫っていく。 

 

○お手紙を書く時間をしっかりと確保することで，ど

の児童もマーちんのおじいさんへの思いを表現さ

せる。 

 

思①根拠となる文や言葉を解釈しながら，マーちんが

おじいさんのことをどう思っているのかについ

て，自分の考えをもっている。（手紙・発言） 

 

 

 

 

 

終 

末
（
５
分
） 

６ 本時の学習を振り返る 

 

 

○課題解決に結びついた言葉や気づき，友達の考えな

どを振り返って書くことで，学びの実感をもたせ

る。 

 

 

 

 

 

 

研究内容１に関わって 

 課題解決にせまるための根拠となる叙述を焦点

化して考えることで，自他の意見から，自分の考

えをより一層深められるようにする。 

研究内容１に関わって 
 児童から出た疑問と課題をつなげることで，主

体的な学習にしていく。 

マーちんは，おじいさんのことをどう思っているのだろう。 

 

マーちんは，おじいさんのことを，（自然の大切さに気づかせてくれた）（自然の見方

や考え方を教えてくれた）（自分を成長させてくれた）（見えない物を感じられるように

してくれた）大切な人だと思っている。 

最初は，おじいさんとマーちんの関係がそんなに深いとは思わなかったけれど，友達

の意見を聞いて，マーちんのおじいさんへの思いを想像することができた。 

おじいさんがプラタナスの木そのもののような人だと想像できるような文が読み返す

とたくさんあって，そのような読み方をするのもおもしろいと思った。 



 


